
磯
子
地
区
連
合
町
内
会
報
告

一
、
磯
子
警
察
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

令
和
５
年
２
月
末
の
犯
罪
発
生
状
況

(1)
磯
子
区
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は

件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

95
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は

件
で
、

11

前
年
同
期
に
比
べ
２
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
磯
子
消
防
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

火
災
・
救
急
状
況

(1)
２
月
末
ま
で
の
磯
子
区
内
の
火
災
発
生

件
数
は
３
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
２

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
全

体
で
は
、
１
３
７
件
の
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
前
年
同
期
に
比
べ

件
の
増

11

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
、
区
内
１
，
７
７
１
件
で
、
前
年

同
期
に
比
べ

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

65

市
内
全
体
で
は
３
９
，
６
２
７
件
で
、
前
年
同
期
に

比
べ
８
３
３
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
役
員
募
集

磯
子
山
手
町
内
会
の
役
員
は
、
現
在

名
で
す
が

22

高
齢
化
が
進
み
今
後
の
町
内
会
運
営
に
支
障
が
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
内
会

会
員
の
皆
様
の
中
か
ら
自
薦
や
他
薦
に
よ
り
役
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

募
集
方
法
、
期
日
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
改

め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

四
、
磯
子
区
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
試
験
放
送

の
実
施
に
つ
い
て

区
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
」
の
試

験
放
送
を
令
和
５
年
度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

（
町
内
会
か
ら
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
磯
子
総
合
庁
舎
、

磯
子
消
防
署
で
す
。
）

日
時･

･

毎
月
第
２
月
曜
日

時

分
か
ら
（
約
１
分
程

(1)

10

00

度
）
※
当
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
実
施

令
和
５
年
４
月

日
（
月
）
５
月
８
日
（
月
）

10

６
月

日
（
月
）
７
月

日
（
月
）

12

10

８
月

日
（
月
）
９
月

日
（
月
）

14

11

月

日
（
火
）

月

日
（
月
）

10

10

11

13

月

日
（
月
）

12

11

令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）
２
月

日
（
火
）

13

３
月

日
（
月
）

11

放
送
場
所･

･

磯
子
区
総
合
庁
舎

他

か
所

(2)

19

問
合
せ
先･

･

総
務
課
危
機
管
理
担
当

長
田
、
井
上

(3)
☎(

７
５
０)

２
３
１
２

F
A
X
(

７
５
０)

２
５
３
０

新
入
学
児
童
・
園
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動

４
月
５
日
（
水
）
～

日
（
火
）

11

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月

日
（
木
）
～

日
（
土
）

11
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裏面につづく

令和５年

４月２日

第３１１号

や
ま
て

会
報

磯
子
山
手
町
内
会

三
、
「
令
和
５
年
度
横
浜
市
市
民
活
動
保
険
」

に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

「
横
浜
市
市
民
活
動
保
険
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
方
が
安
心
し
て
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
、
市
が
あ

ら
か
じ
め
保
険
会
社
と
保
険
契
約
を
締
結
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
継
続
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

補
償
内
容
（
令
和
４
年
度
か
ら
変
更
な
し
）

(1)

賠
償
責
任
険
（
限
度
額
）

身

体

賠

償

１
名

１
億
円

１
事
故

５
億
円

財

物

賠

償

１
事
故

5
0
0

万
円

保
管
物
賠
償

１
事
故

5
0
0

万
円

免

責

金

額

5
,
0
0
0

円

（
自
己
負
担
額
）

傷

害

保

険

死

亡

１
名

5
0
0

万
円

後
遺
障
害

１
名

上
限5

0
0

万
円

入

院

１
日

3
,
5
0
0

円
（1

8
0

日
限
度
）

通

院

１
日

2
,
5
0
0

円
（9

0

日
限
度
）

手

術

入
院
の
手
術

3
5
,
0
0
0

円

外
来
の
手
術

1
7
,
5
0
0

円

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
先

(2)
各
区
総
務
課
、
各
区
区
政
推
進
課
広
報
相
談
係
、
各
区

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
。

ま
た
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先･

･

磯
子
区
総
務
課
庶
務
係

担
当･

･
中
谷

(3)
☎
（
７
５
０
）
２
３
１
２

F
A
X

（
７
５
０
）
２
５
３
０



行
事
・
報
告

一
、
福
祉
・
防
災
活
動

３
月
７
日
（
火
）
と

日
（
火
）

(1)

14

の

時
か
ら
高
齢
者
の
見
守
り

14
と
小
学
生
の
下
校
時
の
見
守
り

を
兼
ね
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は

時

分
か
ら
実
施
し
ま
す
。

15

30

３
月

日
（
土
）

時
か
ら
福
祉
・
防
災
活
動
推
進
委

(2)

25

10

員
会
を
開
催
し
て
令
和
４
年
度
の
活
動
報
告
と
令
和
５

年
度
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

！

防

災

情

報

毎
月
１
日
は
、
「
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
を
掲
げ

る
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

（
災
害
時
の
た
め
に
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
）

バ
ン
ダ
ナ
を
玄
関
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
物
干
し
な
ど
外
か
ら

見
え
や
す
い
場
所
に
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
家
族
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
で
災

害
時
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い
や
備
蓄
品
の
数
量
な
ど

に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇

話
し
合
い
の
テ
ー
マ

①
家
族
の
連
絡
方
法

②
伝
言
ダ
イ
ア
ル
の
使
い
方

③
万
一
の
場
合
の
家
族
の
集
合
場
所

④
い
っ
と
き

避
難
場
所
の
位
置

⑤
飲
料
水
や
食
料
品
の
備
蓄
量

⑥
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
付
け

⑦
消
火
器

⑧
感
震
ブ
レ
イ
カ
ー

➈
ト
イ
レ
パ
ッ
ク

⑩
常
備
薬
、
救
急
箱
の
中
身
の
確
認

⑪
お
隣
さ
ん
と
の
連
携

災
害
時
の
避
難
場
所
、
地
域
防
災
拠
点

（
浜
小
学
校
、
山
王
台
小
学
校
）
に
は

特
設
公
衆
電
話
（
白
電
話
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

発
信
専
用
で
、
全
国
ど
こ
へ
で
も
無
料

で
掛
け
ら
れ
ま
す
。

発
災
時
に
は
、
特
に
ご
高
齢
の
方
や
、
お
身
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
（
災
害

時
要
援
護
者
）
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
隣
近
所
で
声
を

掛
け
合
っ
て
安
否
確
認
を
す
る
「
共
助
」
の
取
組
で
、
多

く
の
命
を
救
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

「
発
災
時
、
隣
近
所
へ
無
事
を
知
ら
せ
る
こ
と
」

「
避
難
の
前
に
お
互
い
声
を
掛
け
合
っ
て
助
け
合
う
こ
と
」

こ
れ
ら
の
取
組
に
、
ぜ
ひ
「
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
」

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
４
月
の
資
源
回
収
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

資
源
物
の
回
収
は
毎
月

第
１
・
第
３
の
木
曜
日
だ
け
で
す
。

注
意･

･

最
近
、
収
集
後
に
出
さ

れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

午
前
８
時

分
ま
で
に
出
し
て

30

く
だ
さ
い
。

雨
天
時
に
は
古
布
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
雨
天
時
は
回
収

い
た
し
ま
せ
ん
。

資
源
回
収
奨
励
金
は
町
内
会
運
営
上
の
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
（
令
和
４
年
４
月

か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
）
の
資
源
回
収
奨
励
金

は
５
０
２
，
９
２
４
円
に
な
り
ま
し
た
。

古
紙
、
古
布
（
雨
天
中
止
）
、
ア
ル
ミ
缶
は

町
内
会
の
廃
品
回
収
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
４
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４
月
６
日
（
木
）
、
４
月

日
（
木
）

20

◆
５
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

５
月
４
日
（
木
）
、
５
月

日
（
木
）

18

●
「
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
折
込
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・
雑
紙

古
布
（
雨
天
中
止
）
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
」
を

市
の
ご
み
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
が
収
集
し
ま
す
。

◎
「
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
」
に
つ
い
て

磯
子
区
に
お
住
い
の
皆
様
に
、
「
災
害
時
安
否
確
認

バ
ン
ダ
ナ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

☑
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
と
は

災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
は
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
発

生
時
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
否
確
認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
、
そ
の
補
助
を
目
的
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

黄
色
い
バ
ン
ダ
ナ
に
大
き
く
「
無
事
で
す
」
と
書
か
れ
た

文
字
と
、
磯
子
区
地
域
福
祉
保
健
計
画
の
案
内
役
「
梅
さ

ん
」
の
絵
が
目
印
で
す
。

☑
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
の
使
用
方
法

大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の
無

事
を
確
認
後
、
自
宅
玄
関
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
物
干
し
な
ど
、

外
か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
バ
ン
ダ
ナ
を
結
ん
で
下
さ

い
。
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
が
、
「
無
事
」
を
知
ら
せ
る
目
印
に

な
り
ま
す
。
バ
ン
ダ
ナ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
が
あ

ま
し
た
ら
、
隣
近
所
、
ま
た
は
自
治
会
町
内
会
で
安
否
確

認
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
発
災
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
（
災
害
時
要
援
護
者
）
に
対
し

て
は
、
積
極
的
に
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☑
な
ぜ
安
否
確
認
が
必
要
な
の
か

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
過
去
の
大
災
害
で
は
、

地
域
に
よ
る
助
け
合
い
「
共
助
」
の
力
に
よ
っ
て
、
よ
り

多
く
の
人
々
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

←
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ

↑

災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
の
使
用
例


